
Maebashi Institute of Technology

令和５年度業務実績に関する報告書【概要版】

1

資料４－２



Maebashi Institute of TechnologyMaebashi Institute of Technology

令和５年度 年度計画の実施状況

業務の全体的な実施状況は、70項目のうち、年度計画を上回って実施している（Ａ評価）が3項目（4.3％）、

年度計画を計画どおりに実施している（Ｂ評価）が67項目（95.7％）であった。

70項目の全てがＡ評価又はＢ評価となっており、年度計画を十分に実施していると認められる。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 2 37 0 0 1 39 0 0 2 37 2 0 1 37 4 0 5 34 1 0

2 0 5 0 0 0 5 0 0 0 6 0 0 0 6 0 0 1 4 1 0

3 1 8 0 0 0 9 0 0 0 8 0 0 0 8 0 0 0 7 0 0

4 0 4 0 0 0 4 0 0 0 5 0 0 0 5 0 0 0 5 0 0

5 0 13 0 0 0 18 0 0 2 21 0 0 2 24 0 0 2 22 2 0

3 67 0 0 1 75 0 0 4 77 2 0 3 80 4 0 8 72 4 0

4.3% 95.7% 0.0% 0.0% 1.3% 98.7% 0.0% 0.0% 4.8% 92.8% 2.4% 0.0% 3.4% 92.0% 4.6% 0.0% 9.5% 85.7% 4.8% 0.0%

自己点検・評価及び情報公開に関する計画

その他業務運営に関する重要な目標

合計

比率

令和３年度 令和２年度 令和元年度

財務内容の改善に関する計画

大学の教育研究等の質の向上に関する計画

業務運営の改善及び効率化に関する計画

No 区分
令和５年度 令和４年度

A、B評価：

100％ A、B評価：100％
A、B評価：97.6％

A、B評価：95.4％
A、B評価：95.2％
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主な取組事業

年度計画No.22 研究センターの設置

年度計画No.26 市民向けの公開講座の実施

年度計画No.27 市民向けの科学教室の実施

年度計画No.32 共同研究や教育上の国際交流

年度計画No.48 外部資金の獲得（企業版ふるさと納税の活用）

年度計画No.50 ふるさと納税に関する大学支援
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年度計画No.22 研究センターの設置 評価：Ｂ

参加者：１５６人①記念シンポジウムの開催
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基調講演１ 芝浦工業大学名誉教授
三井所 清典 氏

『地域の力を活かす建築とまちづくり』

基調講演２ 東京大学薬学部教授
池谷 裕二 氏

『人工知能を迎える未来を考える』
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年度計画No.22 研究センターの設置 評価：Ｂ

令和５年度公募型共同研究 応募数：９件 ⇒ 採択数：４件

①リモートセンシングとAI画像処理を融合した無散水消雪施設の点検手法の確立

～地元企業による地域に必要な技術開発・社会実装への挑戦～
共同研究企業：アコン測量設計株式会社 様

担当教員：環境・デザイン領域 准教授 宮川睦巳 環境・デザイン領域 教授 森田哲夫

■研究概要

凍結防止のための無散水消雪施設（ロードヒーティング）は、路面下に埋設された放熱管が年月経過と共に破損する

ことがある。しかし、統一された点検手法が確立されておらず、損傷部の特定が困難な状況であるため、広範囲を迅速

かつ簡易的に特定するための手法が求められている。そこで、実験、数値解析およびAIによる画像処理技術（CNN技

術）にて損傷度検知、損傷度評価を行う。

②公募型共同研究

②標準型スマートポールの開発
共同研究企業：ヨシモトポール株式会社 様

担当教員：環境・デザイン領域 准教授 辛島一樹 環境・デザイン領域 准教授 三田村輝章

生命工学領域 教授 松本浩樹

■研究概要

スマートシティに向けたまちづくりにおいてスマートポールの需要が高まっているが、様々な機器を取付けたスマートポールの

具体的な利活用促進のための知見が不足している状況である。そこで、前橋市内を対象地とし、未だ確立されていない

スマートポールのまちづくりにおける役割、そして標準化を検討し、効果検証を行うことを目的に研究を行う。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
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①腸管機能および腸内細菌叢に着目した赤松葉酢の機能性評価とその商品化に関する研究
共同研究企業：株式会社和漢薬研究所 様

担当教員：生命工学領域 教授 本間知夫・生命工学領域 准教授 林秀謙

■研究概要

人々の健康志向をサポートするとともに、様々な効能を有する原料の新たな利用方法を提起するため、優れた効能を有

する赤松葉に着目し、赤松葉由来の有効成分と酢酸による機能性の相乗効果が期待される「酢」を開発し、その機能

性を明らかにし、商品として提供すること目的に研究を行う。

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

②各地域農産物から単離した乳酸菌の新規機能性研究
共同研究企業：株式会社伊藤園中央研究所 様

担当教員：生命工学領域 准教授 薩秀夫・生命工学領域 准教授 林秀謙

■研究概要

各地域の農産物等を分離源として乳酸菌株を単離・同定し、免疫賦活能はじめ抗炎症、脳機能改善、乾燥肌改善

など各種機能性評価を細胞を用いてスクリーニングをおこない、機能がみられた乳酸菌株について、その作用機序を分

子・細胞レベルで解析する。これらの研究を通じて、オリジナルの乳酸菌株を用いた新たな機能性食品の開発を目指す。
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年度計画No.26 市民向けの公開講座の実施 評価：Ｂ

【令和４年度】

各プログラム担当教員から１人と希望教員１人により、全７講座を対面にて開催

【令和５年度】

各プログラム担当教員から1人、全6講座を対面とオンラインのハイブリット方式にて初開催

○公開講座開催数・受講者

数

R5:6回・199人

R4:7回・167人

R3:6回・145人

R2:6回・133人

R1:6回・171人

※平均6回・163人

令和５年度においては、

受講者の利便性の向上を図り、

初ハイブリッド方式での開催を

行った。前年度より実施回数が

少ないが、過去最高の受講者

数を記録した。

No. 期日 時間 テ－マ 講 師
受講者

対面 オンライン 計

1 11月24日（金） 18:00～19:30
「昆虫は何をしているのか？」

―実世界を生き抜くための小さな知能― 

前橋工科大学 生命工学領域

准教授 安藤 規泰
18 16 34

2 11月29日（水） 18:00～19:30

フォトグラメトリーを用いた文化財アーカイブスの作成

―市民協働による未指定文化財のデータベース制作と

その活用の可能性―

前橋工科大学 環境・デザイン領域

助教 阿部 由布子
18 15 33

3 11月30日（木） 18：00～19:30
労災ゼロを目指す地域活性化社会へ

―知らないことで怪我をする―

前橋工科大学 環境・デザイン領域

講師 山中 憲行
15 10 25

4 12月8日（金） 18：00～19:30
建築とSDGs

― 構造・材料の分野での貢献事例 ―

前橋工科大学 環境・デザイン領域

准教授 佐藤 良介
13 12 25

5 12月11日（月） 18:00～19:30

「疾病とバイオセンシング」

―細胞やウィルス、タンパク質、糖質を測る―
前橋工科大学 生命工学領域

教授 菅原 一晴
24 12 36

6 12月13日（水） 18:00～19:30

「AI・機械学習の最前線」

―AIで何ができるのか？そもそも機械はどうやって

学習するのか？―

前橋工科大学 生命工学領域

助教 安保 勲人
25 21 46

合計（６講座） 113 86 199
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年度計画No.27 市民向けの科学教室の実施 評価：Ａ

こども科学教室を8月5日（土）・6日（日）に4年ぶりにキャンパス内において、対面方式で開催
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２日間 来場者数：2,724人
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前回開催との比較

【アンケート集計結果まとめ】

・年齢は未就学児が一番多く、学年が上がるごとに減少している。中学生の参加はほとんどなかった。

・来場者の割合は、市内が80％を超え、令和元年度より市内が10%ほど増えた。

・楽しかったテーマについては、体験した子が多いこともあり、随時の演示テーマが高い結果となった。

整理券が必要なものについては、製作物の持ち帰りが行えるテーマが人気となった。

・チラシで知った方が76%と、学校等で配布してもらったチラシの効果が高いことが分かった。

SNSについては5％だったが、令和元年度が1％のみだったので4ポイントの増加となっている。

・今回参加の感想は、「とても満足」「満足」がで約８９％という結果となった。理由については

「楽しかった」といった意見が多く、また、「大学生が優しく教えてくれた」という本学学生に対して

好意的な意見も多くみられた。

・整理券の配付枚数や整理券の配付方法などの意見も多数あり、

来年度以降は整理券の配付について工夫・検討が必要。

・コロナの影響により、令和２年度から令和４年

度まで開催中止となっており、４年ぶりの開催で

あった。

・ブース数は令和元年度よりも少ないが、来場者

数は令和元年度より１５９人増加した。

・アンケートの集計方法を初めてWeb方式にして

実施したが、例年を下回るものとなった。
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令和元年度 令和５年度

ブース数 ２５個 ２３個

来場者数 ２，５６５人 ２，７２４人

アンケート回収

数

１，３３２件 ５９７件（We

ｂ）
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年度計画No.32 共同研究や教育上の国際交流 評価：Ａ

JST（国立研究開発法人科学技術振興機構）のさくらサイエンスプログラムを活用して、

2023年9月1日から7日まで、De La Salle University（フィリピン）のInstitute of Biomedical 

Engineering and Health Technologiesに所属する研究者4名を、前橋工科大学に招へいした。今回の招

へいでは、日本の先端リハビリテーション技術と運動機能評価計測技術の体験を通した人的交流を目的に

設定した。

さくらサイエンスプログラムとは

新たな時代の社会を担う、世界の優れた人材を日本に短期間招き、

日本の最先端な科学技術や文化に触れていただくプログラムです。

さくらサイエンスプログラムの目的

①科学技術イノベーションに貢献しうる優秀な人材の養成・確保

②国際的頭脳循環の促進

③日本と諸外国・地域の教育研究機関間の継続的連携・協力・交流

④科学技術外交にも資する日本と諸外国・地域との友好関係の強化

に貢献し、ひいては、日本及び世界の科学技術・イノベーションの発展に寄与することを目的

としている
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協定締結大学との国際交流事業

タイ王国・カセサート大学 ベトナム・ダナン工科大学

期間：10月30日～11月24日 26日間

人数：教員1人、学生2人

学生2人が同大学教授の研究室において交流活動

を実施

期間：3月3日～3月8日 6日間

人数：教員2人、学生7人

現地学生とワークショップを中心に交流事業を実施
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年度計画No.48 外部資金の獲得（企業版ふるさと納税の活用）評価：Ｂ

企業版ふるさと納税（R5.4～）≪地方創生応援税制≫
地域の活性化を図るために教員の研究支援等に活用

【R5実績 9社 3,700千円】

No 企業名 所在 業種

1 株式会社第一テクノ 東京都品川区南大井6-13-10 インフラ(エネルギー、環境)

2 株式会社サイテックス 群馬県太田市吉沢町608-2 プラスチック製品の開発・設計・製造・販売

3 株式会社土屋合成 群馬県富岡市宇田２２－２ プラスチック射出加工(パイロット製品関係)

4 スバル工業株式会社 群馬県館林市日向町８４１－１ 金属加工

5 株式会社タイヨー 群馬県みどり市大間々町浅原１４５８ 各種金属製品の製造販売並びに受託加工

6 有限会社石川鉄工所 群馬県太田市上小林町２７０ 金型事業

7 有限会社永井製作所 群馬県邑楽郡邑楽町中野３０６２ 金型事業

8 企業名非公開 ー 金型設計製作・精密金属プレス・精密板金加工

9 東栄化学工業株式会社 群馬県伊勢崎市香林町2丁目1284番地
自動車用ゴム部品、電気機器用ゴム部品

工業用ゴム部品、医療機器用ゴム部品・製品

企業版ふるさと納税を活用するメリット

単なる法人に対する寄附の場合、企業が受けられる税

額控除は最大約３割であるが、企業版ふるさと納税を活

用することで、控除幅が最大約９割になるため、企業負担

を抑えつつ、より多くの寄附を獲得することが期待できる。
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年度計画No.50 ふるさと納税に関する大学支援 評価：Ａ

ふるさと納税（R1.11～）

≪前橋工科大学 未来へつなごうプロジェクト≫
自治体と連携したふるさと納税による大学支援は、関東の公立大学では初の取組

⇒学生支援など大学にとって必要なテーマに対して活用

パンフレットのリニューアル等により、寄附額＆寄附件数が過去最高に！

【寄附額】

R5:4,615千円（222件）

R4:3,759千円（163件）

R3:3,865千円（165件）

R2:4,481千円（221件）

R1:2,221千円（69件）

※平均:3,581千円

（168件）

令和５年度ふるさと納税交付金の活用例

個別学習スペースの整備 PC充電ロッカーの整備 こども科学教室での縁日企画
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課題のある事業

年度計画No.35 授業改善アンケート

数値目標 (3)市内・県内企業との共同研究実施件数

数値目標 (4)外部資金の金額（年額）
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年度計画No.35 授業改善アンケート 評価：Ｂ

学生の意見を授業改善に活用するため、 UNIPA（学生情報システム）による授業改善アンケートを実施

○紙でのアンケートからUNIPA（学生情

報システム）を利用してのアンケートに変

更してからの回答数及び回答率の推移

R5: 前期329名、後期88名（回答者）

※令和5年度から集計方法を変更

R4：前期40％、後期28％

R3：前期43％、後期43％

R2：前期46％、後期48％

R1：前期－ 、後期52％

※平均：前期43％、後期43％

【令和４年度まで】

履修科目の全科目において回答
【令和５年度～】

履修中の科目を（1）講義形式、（2）演習、実験、実習形式に分け、二つの形

式の授業の中で「他の授業の参考になる、良いと感じた授業」、または「改善が必要

と感じた授業」のどちらかの感想を持った授業を1科目だけ選択しアンケートに回答

（１）講義形式

（２）演習・実習・

実験形式

他の授業の参考となる、良いと感じた授業 授業名

改善が必要と感じた授業

他の授業の参考となる、良いと感じた授業

改善が必要と感じた授業

授業名

授業名

授業名

どちらかを選択

どちらかを選択
※授業の形式は履修規程別表の定めによる

令和５年度から回答方法を変更したが、回答者数は年々低下しているため、令和６年度以降も回答数の向上について検討する
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令和５年度までの数値目標の状況

項目 中期計画No 目標値 R01年度 R02年度 R03年度 R04年度 R05年度

(1)学術団体論文誌等への論文の掲載数 1-(2)
420編以上

（累計）
79編 131編 210編 295編 357編

(2)地域貢献に関する事業への学生の参加数

1-(3)

200人以上

（単年度）
254人 35人 30人 38人 280人

(3)市内・県内企業との共同研究実施件数
30件以上

（単年度）
14件 17件 14件 24件 12件

(4)外部資金の金額（年額） 3 
100,000千円以上

（単年度）
87,647千円 85,723千円 78,498千円 96,011千円 92,363千円

(5)認証評価（計画期間中） 4 
認定

※7年に1度
ー ー ー 認定 ー

(1)学術団体論文誌等への論文の掲載数（累計）は、６年の期間中の５年目で目標値の85％を達成

(2)地域貢献に関する事業への学生の参加数は、令和２年度からの３年間はコロナの影響を受けたが、５年目で目標を達成

(3)市内・県内企業との共同研究実施件数は、年々増加しているものの、目標を未達成

(4)外部資金の金額（年額）は、令和４年度に最も多い金額を獲得しているものの、目標を未達成

(5)認証評価（計画期間中）は、令和５年３月１５日付けで「大学評価基準を満たしている」と認定され、目標を達成

17



Maebashi Institute of TechnologyMaebashi Institute of Technology

数値目標 (3)市内・県内企業との共同研究実施件数

0
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30

R1 R2 R3 R4 R5

共同研究実施件数

（市内・県内企業）

平均

未
達
成

目標値

30件以上

県外企業

含む

平均

第２期中期計画期間

R1 R2 R3 R4 R5

共同研究実施件数

（市内・県内企業） 14 17 14 24 12

平均 16

0

10

20

30

40

50

R1 R2 R3 R4 R5

共同研究実施件数

（市内・県内・県外企業）

第２期中期計画期間

R1 R2 R3 R4 R5

共同研究実施件数

（市内・県内・県外企業） 28 33 30 47 27

平均 33

目標値には達しておらず、令和５年度は、令和４年度の２４件より

少なく、また第２期中期計画期間で最も少ない１２件となった。

県外企業を含めるといずれの年度も件数は約２倍になるが、

令和５年度の実施件数は目標値を達成する水準にも達しなかった。

令和５年度共同研究の実績については、令和４年度中に研究終了予定の課題について、当該年度中に令和５年度末まで

延長する変更契約を行った研究及び約２か年に及ぶ研究(令和5年度末)が令和４年度に６件あったなど、増加に結び付く

研究には至らなかった。
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数値目標 (4)外部資金の金額（年額）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

外部資金の金額

（年額）

第１期中期計画期間 第２期中期計画期間

単位：千円

第１期中期計画期間 第２期中期計画期間

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

外部資金の金額

（年額） 61,390 92,570 92,862 118,639 84,761 77,570 87,647 85,723 78,498 96,011 92,363

平均 87,965 88,408

目標値 ６年間平均78,000千円以上 年額100,000千円以上

0

200

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

外部資金の件数

第１期中期計画期間 第２期中期計画期間

第１期中期計画期間 第２期中期計画期間

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

外部資金の

件数 59 69 93 106 84 76 92 96 91 121 104

平均 81 101

0

20,000

40,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

科学研究費補助金

第１期中期計画期間 第２期中期計画期間

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

科学研究費

補助金 18,47624,286 21,090 27,780 20,632 17,150 26,556 33,550 34,168 34,42135,090

平均 21,569 32,757

件数分析

第１期中期計画期間
第２期中期計画期間

単位：千円

目標値には達しておらず、令和５年度は最も多い外部資金を
獲得した令和４年度に比べて3,648千円減少した。
しかし、科学研究費補助金は第１期・第２期中期計画期間を

通して最も多い金額を獲得した。
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中期目標の期間（R1～R６）の終了時に見込まれる業務の実績

20



Maebashi Institute of TechnologyMaebashi Institute of Technology

8項目 9.5% 3項目 3.4% 4項目 4.8% 1項目 1.3% 3項目 4.3% 19項目 4.75%

72項目 85.7% 80項目 92.0% 77項目 92.8% 75項目 98.7% 67項目 95.7% 371項目 92.75%

4項目 4.8% 4項目 4.6% 2項目 2.4% 0項目 0.0% 0項目 0.0% 10項目 2.50%

0項目 0.0% 0項目 0.0% 0項目 0.0% 0項目 0.0% 0項目 0.0% 0項目 0.00%

令和元年度区分

Ａ評価（年度計画を上回って実施している）

Ｂ評価（年度計画を計画どおりに実施している）

Ｃ評価（年度計画をやや遅れて実施している）

Ｄ評価（年度計画を実施していない）

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 ５年間の総活結果

第２期中期目標期間（R1～R6年度）の５年間の総括評価結果

第２期中期目標期間（R1～R6年度）における5年間（R1～R5年度）の総括評価結果は、年度計画を上

回って実施している（Ａ評価）が4.75％、年度計画を計画どおりに実施している（Ｂ評価）が92.75％であった。

全体の97.5％がＡ評価又はＢ評価となっており、5年間の年度計画を順調に推進していると認められる。

残り1年間（R６）の年度計画も同様に実施可能と思われることから、第２期中期計画は、おおむね計画どおりに

達成できる見込みである。

A、B評価：97.5％

≪５年間のC評価（年度計画をやや遅れて実施している）の内容≫
【令和元年度：4項目】

①学部教育と大学院教育の連携：学科再編に伴う新学科向けのカリキュラムを検討することとなり、

学科再編と並行して検討することとなった。⇒先送り（令和３年度実施済）

②人員計画の策定：学科再編を反映した人員計画を策定する予定であったが、人員計画の策定には至らなかった。⇒先送り（令和２年度実施済）

③就職活動の支援：学内合同企業説明会の開催を予定していたが、コロナ感染拡大防止のため、中止とした。⇒コロナによる中止

④就職活動の支援：市内・県内企業に対して、業界・業種説明会への参加要請及び

学内合同企業説明会の実施広報コロナ感染拡大防止のため、中止とした。⇒コロナによる中止

【令和２年度：4項目】

①学部から博士前期課程の教育的連携：学部４年次における大学院科目の早期履修制度について、

令和３年度後期からの実施に向け検討を進めた。⇒先送り（令和３年度実施済）

②地域貢献の実施：地元地区との連携による「おとなの科学教室」の開催⇒コロナによる中止

③国際交流の実施：海外の大学への教員・学生の派遣・受入れ⇒コロナによる中止

④国際交流の実施：海外語学研修に参加する学生に対し、渡航費補助等の経済的支援を行う予定であったが、

コロナ感染拡大防止のため、中止とした。⇒コロナによる中止

【令和３年度：2項目】

①地域貢献、国際交流の実施：地元地区との連携による「おとなの科学教室」の開催⇒コロナによる中止

②国際交流の実施：海外語学研修に参加する学生に対し、渡航費補助等の経済的支援を行う予定であったが、

コロナ感染拡大防止のため、中止とした。⇒コロナによる中止

●先送りしたものは、全て令
和３年度までに実施済
●コロナによる中止のものは、
令和４年度から徐々にコロナ
禍以前の状況に戻りつつある。
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